
 
 

(別紙) 

 

建設技術研究開発助成制度評価委員会における審査結果を踏まえ、産学連携等による実

用化段階の技術開発課題として、平成１７年度 建設技術研究開発助成制度（実用化研究

開発公募）の採択課題を以下の６課題としました。 

 

以上

研究開発課題名（概要） 交付申請者名 
交付 

予定額 

環境共生型土砂災害防御システムの開発 

(概要)落石、急傾斜地崩壊、土石流から人命・財産を守るため、「調査の効率

化手法、安定度評価方法、災害範囲予測システムの構築」および「環境

共生型防護工の設計・施工法の確立」を目指す。 

岐阜大学工学部 

社会基盤工学科 

教授 

八嶋 厚 

23,400 

千円

緊張ＰＣ鋼棒と合成極厚無筋壁を用いたピロティ住宅の耐震改修 

(概要)地震に弱い既存ピロティ住宅の耐震性能を飛躍的に向上させ、地震に

強いピロティ住宅に変換させるための安価で簡便な耐震改修技術を、緊

張ＰＣ鋼棒と合成極厚無筋壁を用いて実用化する研究開発である。 

琉球大学工学部 

環境建設工学科 

教授 

山川 哲雄 

10,530 

千円

流木に起因する洪水氾濫防止対策の実用化 

(概要)近年多発する流木に起因する洪水氾濫に対し、流木による予想外の被

害を最小限に抑えるため、橋脚や橋桁部で流木をスムーズに流下させる

とともに、氾濫に影響のない箇所において流木の捕捉を促進する対策手

法の実用的を図る。 

愛媛大学工学部 

環境建設工学科 

教授 

渡邊 政広 

20,165 

千円

巡回車による舗装・伸縮装置の高頻度簡易診断に関する研究開発 

(概要)日常巡回車を利用して、車両加速度・音・画像を計測し、それとＧＰ

Ｓによる位置同定を組み合わせることにより、舗装・伸縮装置の健全度

や走行安全性を高頻度かつ低コストで診断できるシステムを開発する。

東京大学大学院 

工学系研究科 

社会基盤学専攻 

教授 

藤野 陽三 

23,400 

千円

潜熱蓄熱材内包蓄熱パネルの床暖房システムへの実用化研究 

－施工性の向上、低コスト化の実現と公共施設・住宅等への普及を通し電力

の平準化に寄与する－ 

(概要)寒冷地の学校等の生活環境を改善する床暖房の実用化研究。低コスト

化、施工性の向上と安全性を目的に、蓄熱カプセル（潜熱効果）を混入

したコンクリートパネル（顕熱効果）とヒーターを組み合わせたシステ

ムの設計 

長岡造形大学 

造形学部 

環境デザイン学科 

教授 

後藤 哲男 

4,680 

千円

古タイヤゴムチップスを用いた多機能・環境配慮型地盤材料の開発

(概要)古タイヤを原材料としたゴムチップを単体、または浚渫土砂や建設残

土と混合固化処理することによって、地震時の変形へ追随でき、あわせ

て、遮水性の保持が可能など、多機能で環境配慮型の地盤材料を開発す

る。 

茨城大学工学部 

都市システム工学科 

教授 

安原 一哉 

10,325 

千円


